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Ⅰ 経年比較の概要 
移住者の実態と傾向の変化を把握するため、今年度（平成 30 年度）の調査結果を、昨年度（平成 29

年度）の調査結果と比較しました。 

比較年度 平成 30 年度 平成 29 年度 

調査期間 平成 30 年 7 月 23 日 

～平成 31 年 2 月 28 日 

平成 29 年 7 月 18 日 

～平成 30 年 2 月 28 日 

調査方法 各市町村の転入届提出窓口にて転入者にアンケート票及び返信用封筒を

配布した。 

回答は郵送又はＷＥＢフォームで回収した。 

回収状況 配布数 7,387 9,668 

 有効回収数 902 1,008 

 有効回収率 12.2％ 10.4％ 

調査結果の見方 ◇調査数（ｎ＝number of cases）は比率算出の基数であり、100.0％が

何人の回答に相当するかを示す。 

◇回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出

している。したがって、単一回答形式の質問においては、回答比率を

合計しても 100.0％にならない場合がある。また、回答者が２つ以上

の回答をすることができる複数回答形式の質問においては、各設問の

調査数を基数として算出するため、全ての選択肢の比率を合計すると

100.0％を超える。 

◇調査数（ｎ）が少数の場合、統計上の回答構成比の信頼性が低いた

め、文章中の分析を省略している場合がある。 

◇図表及び本文で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 
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Ⅱ 比較結果の総括 
設問の調査結果の総括について、◇は全回答者、◆は移住者（※）のみの内容を示す。 

なお、「今年度」は平成 30 年度、「昨年度」は平成 29 年度を指している。 

※移住者の定義：本調査では、Ｑ13（P22）で「概ね 5 年以上住む考えがある」と回答した人とする。 

 

１ 転入者の属性と特徴 

◇男性回答者の割合が上昇した。 

・今年度は、昨年度に比べ、男性回答者が約 12 ポイント上昇（61.5％）し、女性回答者を上回った。

（P5） 

 

◇福島県内居住経験者の割合が下降したが、6割以上を占めている。 

・今年度は、昨年度に比べ、県内居住経験者が約6 ポイント下降（66.5％）したが、依然として居住経

験者が６割以上を占めている。（P8） 

 

◇職業について、「会社員・団体職員」の割合が上昇し、半数を上回った。 

・今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「会社員・団体職員」「無職」「パート・アルバイト」となっ

ているが、今年度は、昨年度に比べ、「会社員・団体職員」が約 8 ポイント上昇（57.2％）し、半数を

上回る結果となった。（P8） 

 

◇年齢については、今年度、昨年度ともに40歳代以下で７割以上を占めている。 

◇家族構成については、今年度、昨年度ともに割合が高い順から「単身世帯」「２世代同居（夫婦

と子供など）」「夫婦のみの世帯」であり、大きな変化は見られない。 

・年齢は、今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「20 歳代」「30 歳代」「40 歳代」であり、40 歳代

以下で７割以上を占めている。（P6） 

・家族構成は、今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「単身世帯」「２世代同居（夫婦と子供など）」

「夫婦のみの世帯」であり、それぞれの割合についても、今年度、昨年度ともに変化は見られないが、

エリア別にみると、特に県南地域の「夫婦のみの世帯」、いわき地域の「単身世帯」が大きく上昇して

いる。（P9、10） 

 

◇今年度、昨年度ともに「Iターン者」の割合が最も高く、今年度は「県内出身者による県内移動

者」の割合が下降した。 

・今年度、昨年度ともに、「I ターン者」の割合が最も高く、特に今年度は、昨年度に比べ約 5 ポイント

上昇（44.5％）している一方、「県内出身者による県内移動者」が約 7 ポイント下降（25.8％）してい

る。（P11） 

・年齢別にみると、20～40 歳代の「I ターン者」の割合が上昇している。（P12） 

 

◇転入した住まいについて、今年度、昨年度ともに「アパート（民間）・マンションに入った」の

割合が最も高い。 

・今年度、昨年度ともに、「アパート（民間）・マンションに入った」の割合が最も高く、特に今年度は、

昨年度に比べ約 7 ポイント上昇（56.4％）しており、エリア別にみるといわき地域が約 20 ポイント上

昇している。（P17、18） 

 

◇空き家の購入（賃借）について、今年度、昨年度ともに「そもそも購入（賃借）することは検

討しなかった」の割合が最も高く、今年度は「空き家の購入（賃借）を検討し、実際に空き家

を購入（賃借）した」の割合が下降した。 

・今年度、昨年度ともに、「そもそも購入（賃借）することは検討しなかった」の割合が最も高く、「検討

したが、購入（賃借）しなかった、もしくはできなかった」を含め約 7 割を占めている。（P19） 

１ 
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・今年度は、昨年度に比べ、「空き家の購入（賃借）を検討し、実際に空き家を購入（賃借）した」の割

合が約 11 ポイント下降（4.7％）しており、空き家の購入（賃借）ができなかった理由として、「自分

の希望する間取りや広さの物件がなかったから」が約 10 ポイント上昇（37.7％）している。（P19、

20） 

 

◇今後の居住継続意向について、今年度、昨年度ともに居住継続意向ありの割合が半数を超えて

いる一方、今年度は「わからない」の割合が上昇した。 

・今年度、昨年度ともに、「はい（居住継続意向あり）」の割合が半数を超えているが、今年度は昨年度に

比べ、「わからない」の割合が約 5 ポイント上昇（38.6％）しており、エリア別にみると相双・いわき

地域で上昇している。また、いわき地域で「はい」と回答した人の割合が約 14 ポイント下降

（40.9％）している。（P22） 

 

２ 転入理由及び転入先選択の理由について 

◇転入した理由について、今年度、昨年度ともに「転勤による転入」の割合が最も高く、今年度

は「親族との同居に伴う転入」の割合が下降した。 

・今年度、昨年度ともに、「転勤による転入」の割合が最も高く、特に今年度は、昨年度に比べ約 5 ポイ

ント上昇（32.2％）しており、なかでも 20～40 歳代の割合が上昇している。（P13、14） 

・今年度は、昨年度に比べ、「親族との同居に伴う転入」の割合が約 5 ポイント下降（10.8％）してお

り、なかでも 60～70 歳代の割合が下降している。（P13、14） 

 

◆転入した市町村を選んだ理由について、今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「家族・親

戚がいる」「出身地だから」「福島県に愛着があった」となっている。 

・今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「家族・親戚がいる」「出身地だから」「福島県に愛着があっ

た」となっている。（P25） 

・エリア別にみると、相双地域の「知人・友人がいる」と、南会津・いわき地域の「自然・気候が良い」

が大きく上昇している。一方で、いわき地域の「家族・親戚がいる」「出身地だから」の割合は大きく

下降している。（P26） 

 

３ 移住促進に向けての解決課題 

◆不安な要素について、今年度、昨年度ともに、「収入の確保」「仕事の確保」等が上位となって

いるが、今年度は「移住に伴う費用」の割合が上昇した。 

・今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「収入の確保」「仕事の確保」となっている。（P28） 

・今年度は、昨年度に比べ、「移住に伴う費用」の割合が約 8 ポイント上昇（16.7％）しており、エリア

別にみると、県北・県中・県南・相双地域で上昇している。（P28、29） 

 

◆必要な情報の入手方法について、今年度、昨年度ともに、「友人・知人からの口コミ」の割合が

最も高く、大きな変化は見られない。 

・今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「友人・知人からの口コミ」「親・親戚からの口コミ」「市町

村ホームページ」であり、大きな変化は見られない。（P31） 

 

◆最も必要なサポートについて、今年度、昨年度ともに「仕事・暮らしの情報が一覧できる総合

情報サイト」の割合が最も高く、次いで「仕事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」と

なっている。 

・今年度、昨年度ともに、割合が高い順から「仕事・暮らしの情報が一覧できる総合情報サイト」「仕

事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」となっている。（P32） 

・今年度は、昨年度に比べ、「仕事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」の割合が約 4 ポイント上

昇（30.5％）した。（P32） 

２ 

３ 
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Ⅲ 比較結果 

１ 回答者の属性 

（１）回収エリア 

◇今年度は昨年度に比べ、「県中」の割合が下降している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回収エリアについて、平成 30 年度では「県中」が 27.8％と、平成 29 年度（32.6％）に比べ約 5 ポ

イント下降している。 

 

 

（２）性別 

◇今年度は昨年度に比べ、「男性」の割合が上昇している。 
 

Ｑ１ 性別を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別について、平成 30 年度では「男性」が 61.5％と、平成 29 年度（49.9％）に比べ約 12 ポイン

ト上昇している。 
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１ 

図 1 エリア別調査票回収割合 

図 2 男女別割合 
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（３）結婚の状況 

◇今年度と昨年度で大きな変化はみられない。 
 

Ｑ２ 結婚の状況について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の状況については、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「未婚」と「既婚」がほぼ半数ずつとな

っており、大きな変化はみられない。 

 

 

（４）年齢 

◇今年度と昨年度で、「20 歳代」が最も多く、「30 歳代」「40 歳代」と続く傾向に変化はみ

られない。 

◇エリア別にみると、県北の「20 歳代」「40 歳代」、相双の「60 歳代」、いわきの「30 歳

代」の割合が上昇、県北・相双の「50 歳代」、いわきの「40 歳代」の割合が下降してい

る。 
 

Ｑ３ 年齢を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢については、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「20 歳代」が最も高く、次いで「30 歳代」、

「40 歳代」の順となっており、40 歳代以下で 7 割以上を占める傾向に大きな変化はみられない。 

  

50.0

47.8

49.7

50.5

0.3 

1.7 

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

未婚 既婚 無回答

(%)

1.0

0.9

32.3

31.2

29.9

29.8

16.0

14.5

9.8

12.5

6.9

8.3

3.7

1.9

0.6

1.0

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代以上 無回答
(%)

図 3 結婚の状況別割合 

図 4 年齢別割合 
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【エリア別／年齢】 

＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 29 年度＞ 

 

＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢についてエリア別にみると、平成 30 年度では県北の「20 歳代」「40 歳代」、相双の「60 歳

代」、いわきの「30 歳代」が、平成 29 年度に比べ上昇している。 

一方、県北・相双の「50 歳代」、いわきの「40 歳代」が、平成 29 年度に比べ下降している。 

 

  

0.5

1.2

1.3

0.7

1.1

27.7

34.2

31.2

32.4

60.0

18.8

32.2

31.8

32.7

37.7

30.2

10.0

20.0

23.6

11.3

12.6

11.7

12.9

10.0

22.5

20.7
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2.6
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５０歳代 ６０歳代 ７０歳代以上 無回答
(%)
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５０歳代 ６０歳代 ７０歳代以上 無回答
(%)

図 5 エリア別年齢別割合 
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（５）福島県内居住経験 

◇今年度は昨年度に比べ、「はい」の割合が下降している。 
 

Ｑ４ 福島県に住んでいたことはありますか。「はい」と答えた方は、そのうち最近まで住んでいた

市町村もご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県内での居住経験について、平成 30 年度では「はい」が 66.5％と、平成 29 年度に比べ約 6 ポ

イント下降しているが、依然として居住経験のある転入者のほうが多くなっている。 

 

 

（６）職業 

◇今年度は昨年度に比べ、「会社員・団体職員」の割合が上昇している。 
 

Ｑ５ 現在のご職業（予定も含む）について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業について、平成 30 年度では「会社員・団体職員」が 57.2％と、平成 29 年度に比べ約 8 ポイン

ト上昇し、過半数を占めている。 

 

 

  

66.5

72.0

33.3

27.2

0.2 

0.8 

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

はい いいえ 無回答

(%)

3.0

3.3

57.2

49.7

6.7

7.6

4.9

6.4
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1.5

23.5
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2.3

3.5
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1.5

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

自営業 会社員・団体職員 パート・アルバイト

公務員 学生 無職

その他 無回答

(%)

図 6 居住経験別割合 

図 7 職業別割合 
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（７）世帯人数（転入前・転入後） 

◇今年度と昨年度で大きな変化はみられない。 
 

Ｑ６ ご自身を含めて、転入前と転入後それぞれ世帯の人数を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯人数の平均値について、平成 30 年度、平成 29 年度では大きな変化はみられない。 

 

 

（８）転入後の家族構成 

◇全体では大きな変化はみられない。 

◇エリア別にみると、県南の「夫婦のみの世帯」、いわきの「単身世帯」が大きく上昇し、県南

の「単身世帯」は大きく下降している。 
 

Ｑ６－１ 転入後の家族構成について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入後の家族構成について、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「単身世帯」の割合が最も高く、次

いで「２世代同居（夫婦と子供など）」、「夫婦のみの世帯」の順となっており、大きな変化はみられな

い。 

  

38.5

37.2

20.4

21.3

25.6

24.1

6.7

6.5

5.3

9.7

3.5

1.1

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

単身世帯 夫婦のみの世帯

２世代同居（夫婦と子供など） ３世代同居（夫婦と子供と孫など）

その他 無回答

(%)

2.3
2.2

2.4
2.3

0

1

2

3

転
入
前

転
入
後

平成30年度(n=902) 平成29年度(n=1008)（人）

図 8 転入前後の世帯人数平均値 

図 9 家族構成別割合 



 

- 10 - 

 

【エリア別／家族構成】 

＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成についてエリア別にみると、平成 30 年度では県北の「2 世代同居」、県南・会津の「夫婦

のみの世帯」、いわきの「単身世帯」が、平成 29 年度に比べ上昇しており、特に県南の「夫婦のみの

世帯」は約 16 ポイント、いわきの「単身世帯」は約 11 ポイントと、大きく上昇している。 

一方、県北・県中の「夫婦のみの世帯」、県南の「単身世帯」、相双の「2 世代同居」が、平成 29 年

度に比べ下降しており、特に県南の「単身世帯」は約 14 ポイントと、大きく下降している。 

 

  

35.9

35.1

36.4

31.7

40.0

60.0

36.8

23.1

24.0

20.8

18.7

16.3

20.1

22.6

24.6

26.0

30.2

50.0

15.0

21.8

8.2

5.4

7.8

7.9

10.0 

8.0

9.2 

9.0 

7.8 

11.5 

8.8 

12.1 

1.0

1.8

1.3

1.1

県北(n=195)

県中(n=333)

県南(n=77)

会津(n=139)

南会津(n=10)

相双(n=80)

いわき(n=174)

単身世帯 夫婦のみの世帯 ２世代同居 ３世代同居 その他 無回答

(%)

33.2

36.3

22.0

29.1

63.0

47.8

18.0

18.7

36.6

26.0

20.0

18.5

18.8

29.4

28.3

26.8

27.6

80.0

9.9

21.5

8.5

7.2

9.8

9.4

1.2

3.8

7.6

5.2

6.3

4.9

3.8

3.3

4.4

4.9

1.6

2.5

4.3

県北(n=211)

県中(n=251)

県南(n=41)

会津(n=127)

南会津(n=5)

相双(n=81)

いわき(n=186)

単身世帯 夫婦のみの世帯 ２世代同居 ３世代同居 その他 無回答

(%)

図 10 エリア別家族構成別割合 
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２ 今回の転入について 

（１）移動パターン 

◇今年度、昨年度ともに、「Ｉターン者」の割合が最も高く、今年度は昨年度に比べ、「福島県

内出身者による県内移動者」の割合が下降、「Ｉターン者」の割合は上昇している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Q７の転入前住所及び出身地住所に対する回答から、以下のとおり移動パターンの分類を行った。 

①福島県内出身者による県内移動者：出身地・転入前の居住地がともに県内の人 

②Ｕターン者：出身地が県内で転入前の居住地は県外の人（県外には「その他」含む） 

③Ｉターン者：転入前の居住地に関わらず出身地が県外の人（県外には「その他」含む） 

 

 

 

移動パターンについて、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「Ｉターン者」の割合が最も高い。 

平成 30 年度では、「Ｉターン者」が 44.5％と、平成 29 年度に比べ約 5 ポイント上昇している一

方、「福島県内出身者による県内移動者」は 25.8％と、平成 29 年度に比べ約 7 ポイント下降してい

る。 

 

  

25.8

32.8

27.3

25.1

44.5

39.2

2.4

2.8

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

福島県内出身者による県内移動者 U ターン者

Ｉターン者 無回答

(%)

２ 

図 11 移動パターン別割合 
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【年齢別／移動パターン】 

＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動パターンについて年齢別にみると、平成 30 年度では 20～40 歳代の「I ターン者」が、平成 29

年度に比べ上昇している。 

一方、20～40 歳代の「県内移動者」が、平成 29 年度に比べ下降している。 

 

  

11.1

38.2

39.3

26.7

22.2

20.2

31.6

55.6

23.2

22.3

26.7

24.6

35.7

42.1

33.3

37.9

36.3

43.8

50.0

40.5

26.3

0.6

2.0

2.7

3.2

3.6

10歳代(n=9)

20歳代(n=314)

30歳代(n=300)

40歳代(n=146)

50歳代(n=126)

60歳代(n=84)

70歳代以上(n=19)

福島県内出身者による県内移動者 Ｕターン者 Ｉターン者 無回答

(%)

22.2

33.0

27.4

20.1

19.3

17.7

12.1

44.4

22.3

28.1

26.4

27.3

38.7

36.4

22.2

43.3

41.9

51.4

50.0

40.3

45.5

11.1

1.4

2.6

2.1

3.4

3.2

6.1

10歳代(n=9)

20歳代(n=291)

30歳代(n=270)

40歳代(n=144)

50歳代(n=88)

60歳代(n=62)

70歳代以上(n=33)

福島県内出身者による県内移動者 Ｕターン者 Ｉターン者 無回答

(%)

図 12 年齢別移動パターン別割合 
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（２）転入した理由 

◇今年度、昨年度ともに、「転勤による転入」の割合が最も高く、今年度は昨年度に比べ、「親

族との同居に伴う転入」の割合が下降している。 
 

Ｑ８ 転入理由について教えてください。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「復興に寄与するための取組を始めることによる転入」は平成 30 年度に追加した選択肢。 

 

 

転入した理由について、平成 30 年度では「転勤による転入」が 32.2％と、平成 29 年度に比べ約 5

ポイント上昇しており、平成 30 年度、平成 29 年度ともに最も割合が高くなっている。 

一方、「親族との同居に伴う転入」が 10.8％と、平成 29 年度に比べ約 5 ポイント下降している。 

 

  

32.2

16.6

14.6

11.5

10.8

2.8

2.3

1.1

0.4

0.2

17.2

0.4

28.7

15.8

17.2

11.5

15.4

0.0

0.7

1.3

0.4

1.1

17.2

1.5

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業による転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を求めたことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）に伴う転入

福島県出身の学生の就職による転入

地域おこし協力隊採用に伴う転入

福島県外出身の学生の就職による転入

その他

無回答

平成30年度

(n=902)

平成29年度

(n=1008)

（%）

図 13 転入した理由別割合 
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【年齢別／転入した理由】 

＜平成 30 年度＞       ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入した理由について年齢別にみると、平成 30 年度では 20 歳代・30 歳代・40 歳代の「転勤によ

る転入」、60 歳代の「社会人の就職・転職・起業による転入」の割合が、平成 29 年度に比べ上昇して

いる。 

一方、特に 50 歳代の「社会人の就職・転職・起業による転入」、30 歳代の「結婚に伴う転入」、40

歳代・70 歳代以上の「地方暮らしや住環境を求めたことによる転入」、60 歳代・70 歳代以上の「親族

との同居に伴う転入」の割合が、平成 29 年度に比べ下降している。 

 

 

  

22.2

11.1

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

22.2

0.0

26.8

17.8

27.1

8.0

12.7

0.0

1.0

3.5

0.0

3.2

12.7

0.3

28.3

15.7

24.0

8.3

15.0

0.0

0.3

0.0

0.3

0.3

16.3

0.7

37.0

14.4

8.2

14.4

12.3

0.0

2.1

0.0

0.7

0.0

17.8

1.4

40.5

22.2

2.4

11.9

16.7

0.0

0.0

0.8

1.6

0.0

16.7

0.8

14.3

6.0

1.2

27.4

27.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

29.8

2.4

0.0

0.0

0.0

31.6

26.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

47.4

5.3

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業に

よる転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を

求めたことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を

始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）

に伴う転入

福島県出身の学生の

就職による転入

地域おこし協力隊採用に

伴う転入

福島県外出身の学生の就職に

よる転入

その他

無回答

10歳代(n=9)

20歳代(n=314)

30歳代(n=300)

40歳代(n=146)

50歳代(n=126)

60歳代(n=84)

70歳代以上(n=19)

（%）

0.0

22.2

11.1

11.1

11.1

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

30.2

20.3

24.1

9.3

8.2

1.4

2.1

3.1

0.3

0.7

11.3

0.0

35.6

18.1

14.1

13.0

12.6

1.1

2.2

0.0

0.4

0.0

15.6

0.0

43.1

15.3

11.1

7.6

8.3

2.8

3.5

0.0

0.7

0.0

15.3

0.0

38.6

11.4

4.5

10.2

14.8

6.8

0.0

0.0

1.1

0.0

22.7

2.3

12.9

11.3

4.8

22.6

9.7

9.7

1.6

0.0

0.0

0.0

30.6

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2

18.2

6.1

0.0

3.0

0.0

0.0

54.5

6.1

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業に

よる転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を

求めたことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を

始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）

に伴う転入

福島県出身の学生の

就職による転入

地域おこし協力隊採用に

伴う転入

福島県外出身の学生の就職に

よる転入

その他

無回答

10歳代(n=9)

20歳代(n=291)

30歳代(n=270)

40歳代(n=144)

50歳代(n=88)

60歳代(n=62)

70歳代以上(n=33)

（%）

図 14 年齢別転入した理由別割合 
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【エリア別／転入した理由】 

＜平成 30 年度＞        ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入した理由についてエリア別にみると、会津・いわきの「転勤による転入」、会津の「地方暮らし

や住環境を求めたことによる転入」の割合が、平成 29 年度に比べ上昇している。 

一方、特に県南の「転勤による転入」、県中・会津の「結婚に伴う転入」、会津・いわきの「親族と

の同居に伴う転入」の割合が、平成 29 年度に比べ下降している。 

 

  

28.2

16.4

14.9

13.3

17.9

0.0

1.5

1.0

0.0

2.6

15.9

1.5

32.7

14.1

18.3

11.1

14.7

0.0

0.9

1.2

0.3

1.2

13.5

1.8

18.2

9.1

22.1

9.1

10.4

0.0

0.0

2.6

1.3

1.3

35.1

1.3

19.4

17.3

22.3

12.2

18.0

0.0

0.7

0.7

0.0

0.0

21.6

0.0

20.0

20.0

0.0

30.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

33.8

25.0

12.5

11.3

6.3

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

16.3

3.8

31.6

15.5

14.4

9.8

17.8

0.0

0.0

2.3

0.0

0.6

14.9

1.1

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業に

よる転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を求めた

ことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を

始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）

に伴う転入

福島県出身の学生の就職によ

る転入

地域おこし協力隊採用に伴う

転入

福島県外出身の学生の就職に

よる転入

その他

無回答

県北(n=195)

県中(n=333)

県南(n=77)

会津(n=139)

南会津(n=10)

相双(n=80)

いわき(n=174)

（%）

26.5

20.9

15.6

11.8

13.7

1.9

1.4

1.4

0.5

0.5

20.9

0.5

35.5

13.5

12.7

9.2

12.7

1.6

3.6

1.6

0.4

0.0

16.7

0.0

12.2

12.2

19.5

9.8

9.8

0.0

7.3

0.0

2.4

0.0

31.7

0.0

25.2

15.0

13.4

24.4

11.8

1.6

3.1

1.6

0.8

0.0

19.7

0.8

0.0

0.0

60.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

30.9

22.2

6.2

7.4

2.5

9.9

0.0

0.0

0.0

1.2

21.0

1.2

44.6

16.1

18.3

8.1

7.5

3.8

1.1

0.5

0.0

0.0

7.0

0.5

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業に

よる転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を

求めたことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を

始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）

に伴う転入

福島県出身の学生の

就職による転入

地域おこし協力隊採用に

伴う転入

福島県外出身の学生の就職に

よる転入

その他

無回答

県北(n=211)

県中(n=251)

県南(n=41)

会津(n=127)

南会津(n=5)

相双(n=81)

いわき(n=186)

（%）

図 15 エリア別転入した理由別割合 
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【移動パターン別／転入した理由】 

              ＜平成 30 年度＞       ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入した理由について移動パターン別にみると、平成 30 年度では県内移動者の「社会人の就職・転

職・起業による転入」が、平成 29 年度に比べ約 6 ポイント上昇している。 

 一方、特に県内移動者の「結婚に伴う転入」、県内移動者・U ターン者の「親族との同居に伴う転

入」が、平成 29 年度に比べ下降している。 

 

  

19.3

11.2

29.3

10.9

16.6

0.0

0.6

0.9

0.3

0.3

22.7

0.0

17.0

20.6

3.2

15.0

32.8

0.0

0.4

3.6

0.0

0.0

22.5

0.8

44.7

16.7

16.9

9.3

4.0

0.0

0.8

0.0

0.8

2.5

10.1

0.3

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業に

よる転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を

求めたことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を

始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）

に伴う転入

福島県出身の学生の

就職による転入

地域おこし協力隊採用に

伴う転入

福島県外出身の学生の就職に

よる転入

その他

無回答

福島県内出身者による

県内移動者(n=331)

Ｕターン者(n=253)

Ｉターン者(n=396)

（%）

19.3

17.2

20.6

15.5

7.3

1.7

3.4

0.4

0.0

0.0

25.3

0.9

20.7

18.7

6.1

13.8

25.6

1.2

2.4

3.7

0.8

0.0

19.9

0.0

46.9

15.2

17.0

7.7

4.2

4.2

1.7

0.0

0.2

0.5

9.7

0.2

0 20 40 60

転勤による転入

社会人の就職・転職・起業に

よる転入

結婚に伴う転入

地方暮らしや住環境を

求めたことによる転入

親族との同居に伴う転入

復興に寄与するための取組を

始めることによる転入

進学（高校、短大、大学等）

に伴う転入

福島県出身の学生の

就職による転入

地域おこし協力隊採用に

伴う転入

福島県外出身の学生の就職に

よる転入

その他

無回答

福島県内出身者による

県内移動者(n=233)

Ｕターン者(n=246)

Ｉターン者(n=401)

（%）

図 16 移動パターン別転入した理由別割合 
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（３）転入した住まい 

◇今年度、昨年度ともに、「アパート（民間）・マンションに入った」の割合が最も高く、今年

度は昨年度に比べ、この割合が上昇している。 
 

Ｑ９ 転入されたお住まいについて教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

転入した住まいについて、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「アパート（民間）・マンションに入っ

た」割合が最も高く、平成 30 年度では 56.4％と、平成 29 年度に比べ約 7 ポイント上昇している。 

 

  

19.5

22.8

2.3

2.7

4.8

5.4

9.0

9.2

56.4

49.4

7.9

9.4

0.1

1.1

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

実家に戻ってきた 公営住宅に入った

一戸建てを借りた 一戸建てを購入した

アパート（民間）・マンションに入った その他

無回答
(%)

図 17 転入した住まい別割合 



 

- 18 - 

 

【エリア別／転入した住まい】 

 

＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入した住まいについてエリア別にみると、平成 30 年度では県北・相双・いわきの「アパート（民

間）・マンションに入った」、県南・会津の「一戸建てを購入した」が、平成 29 年度に比べ上昇してお

り、特にいわきの「アパート（民間）・マンションに入った」は 20 ポイントと大きく上昇している。 

一方、県南の「アパート（民間）・マンションに入った」、相双・いわきの「実家に戻ってきた」、相

双の「公営住宅に入った」が、平成 29 年度に比べ下降しており、特にいわきの「実家に戻ってきた」

は約 14 ポイントと大きく下降している。 

  

24.1

19.5

22.1

25.2

60.0

10.0

29.9

3.1

0.9

4.3

12.5

1.1

7.2

4.2

3.9

3.6

10.0

2.5

8.6

12.8

9.0

19.5

7.2

10.0 

5.0

4.6

41.5

58.0

44.2

47.5

20.0

47.5

48.3

10.3

7.2

9.1

12.2

20.0

6.3

1.0 

1.2

1.3 

2.5

1.1

県北(n=195)

県中(n=333)

県南(n=77)

会津(n=139)

南会津(n=10)

相双(n=80)

いわき(n=174)

(%)

25.6

18.3

22.0

26.8

40.0

2.5

15.6

0.9

2.0

2.4

3.1

7.4

1.6

5.7

4.4

4.9

4.7

20.0

4.9

3.8

9.5

8.8

26.8

12.6

7.4

3.2

51.2

61.4

34.1

47.2

20.0

55.6

68.3

7.1

5.2

9.8

5.5

20.0

22.2

7.0 0.5

県北(n=211)

県中(n=251)

県南(n=41)

会津(n=127)

南会津(n=5)

相双(n=81)

いわき(n=186)

実家に戻ってきた 公営住宅に入った

一戸建てを借りた 一戸建てを購入した

アパート（民間）・マンションに入った その他

無回答
(%)

図 18 エリア別転入した住まい別割合 



 

- 19 - 

 

（４）空き家の購入（賃借） 

◇空き家を購入（賃借）していない人が約 7 割となっており最も高く、今年度は「空き家の購

入（賃借）を検討し実際に購入（賃借）した」の割合が下降した。 
 

Ｑ10 転入される際、空き家の購入（賃借）について教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

空き家の購入について、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「そもそも購入（賃借）することは検討

しなかった」が 6 割以上を占めており、「検討したが、購入（賃借）しなかった、もしくはできなかっ

た」と合わせて 7 割近くに上る一方、平成 30 年度では「空き家の購入（賃借）を検討し、実際に空き

家を購入（賃借）した」が 4.7％と、平成 29 年度に比べ約 11 ポイント下降している。 

 

 

  

4.7

15.9

7.6

7.5

64.3

61.1

23.4

15.5

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

購入（賃借）を検討し、実際に空き家を購入（賃借）した

検討したが、購入（賃借）しなかった、もしくはできなかった

そもそも購入（賃借）することは検討しなかった

無回答

(%)

図 19 空き家の購入（賃借）状況別割合 
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（５）空き家を購入（賃借）しなかった（できなかった）理由 

◇今年度は昨年度に比べ、「自分の希望する間取りや広さの物件がなかったから」等の割合が上

昇し、「住みたいエリア・立地環境に、希望する物件がなかったから」等の割合は下降してい

る。 
 

Ｑ10 で「2 空き家の購入（賃借）を検討したが、購入（賃借）しなかった、もしくはできなかっ

た」と答えた方のみ 

Ｑ10－1 空き家を購入（賃借）しなかった、できなかった理由を教えてください。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家を購入（賃借）しなかった（できなかった）理由について、平成 30 年度では「自分の希望す

る間取りや広さの物件がなかったから」が 37.7％と、平成 29 年度に比べ約 10 ポイント上昇してい

る。 

一方、「住みたいエリア・立地環境に、希望する物件がなかったから」が 37.7％と約 11 ポイント、

「どこから情報を得ていいのか分からなかったから」が 11.6％と約 7 ポイント、「リフォームや設備投

資にかかる費用が工面できなかったから」が 4.3％と約 8 ポイント、それぞれ平成 29 年度に比べ下降

している。  

37.7

37.7

29.0

11.6

10.1

8.7

8.7

4.3

4.3

2.9

0.0

17.4

0.0

27.6

48.7

34.2

18.4

10.5

6.6

5.3

11.8

1.3

2.6

2.6

13.2

1.3

0 10 20 30 40 50

自分の希望する間取りや広さの物件がなかったから

住みたいエリア・立地環境に、希望する物件がなかったから

資金が足りなかったから

どこから情報を得ていいのか分からなかったから

転勤や転職などにより、定住することが考えにくかったから

空き家としての期間が長く建物の構造や整備状況が

不安だったから

手続きや、所有者との交渉が面倒だと思ったから

リフォームや設備導入にかかる費用が工面できなかったから

家族からの合意が得られなかったから

近所づきあいなどが大変だと思ったから

資産を持ちたくないから

その他

無回答

平成30年度(n=69)

平成29年度(n=76)

（%）

図 20 空き家を購入（賃借）しなかった（できなかった）理由別割合 
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（６）転入時に自治体の移住支援を受けたか 

◇相双の「はい」の割合が上昇している。 
 

Ｑ11 転入する際、自治体の移住支援を受けましたか。「はい」と答えた方は、具体的にどのような

移住支援を受けたか教えてください。 

 

 

 

 

 

転入時に自治体の移住支援を受けたかについて、平成 29 年度、平成 30 年度ともに「いいえ」が 9

割以上を占めており、大きな変化はみられない。 

 

【エリア別／転入時に自治体の移住支援を受けたか】 

＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入時に自治体の移住支援を受けたかについてエリア別にみると、平成 30 年度では相双の「はい」

が、平成 29 年度に比べ約 5 ポイント上昇している。また、調査数は少ないが、平成 29 年度に「は

い」と回答した人がみられなかった南会津で、平成 30 年度には「はい」と回答した人がみられた。  

3.1

2.4

2.6

3.6

6.3

0.6

92.3

94.3

94.8

96.4

100.0

86.3

97.7

4.6 

3.3 

2.6 

7.5 

1.7 

県北(n=195)

県中(n=333)

県南(n=77)

会津(n=139)

南会津(n=10)

相双(n=80)

いわき(n=174)

はい いいえ 無回答

(%)

2.8

2.4

2.4

3.1

40.0

11.1

0.5

93.4

95.6

95.1

96.9

60.0

85.2

96.2

3.8 

2.0 

2.4 

3.7 

3.2 

県北(n=211)

県中(n=251)

県南(n=41)

会津(n=127)

南会津(n=5)

相双(n=81)

いわき(n=186)

はい いいえ 無回答

(%)

3.2

2.7

94.2

94.2

2.5 

3.1 

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

はい いいえ 無回答

(%)

図 21 自治体の支援別割合 

図 22 エリア別自治体の支援別割合 
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（７）今後の居住継続意向 

◇今年度、昨年度ともに、居住継続意向ありの割合が半数を超えている一方、今年度は昨年度

に比べ、「わからない」の割合が上昇している。 

◇いわきの「はい」の割合は大きく下降している。 
 

Ｑ13 今回の転入市町村に概ね５年以上住むお考え（予定を含む）はありますか。 

 

 

 

 

 

 

今後の居住継続意向について、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「はい」が半数を占めているが、

平成 30 年度では「わからない」が 38.6％と、平成 29 年度に比べ約 5 ポイント上昇している。 

 

【エリア別／今後の居住継続意向】 

  ＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の居住継続意向についてエリア別にみると、平成 30 年度では相双・いわきの「わからない」

が、平成 29 年度に比べ約 13 ポイント上昇している。 

一方、相双の「いいえ」、いわきの「はい」が、平成 29 年度に比べ下降しており、特にいわきの

「はい」は約 14 ポイントと大きく下降している。  

55.4

56.8

57.1

61.2

50.0

45.0

55.2

8.2

7.5

7.8

8.6

10.0 

13.8

7.5

33.3

33.9

33.8

30.2

40.0

35.0

35.1

3.1 

1.8

1.3 

6.3 

2.3

県北(n=195)

県中(n=333)

県南(n=77)

会津(n=139)

南会津(n=10)

相双(n=80)

いわき(n=174)

はい いいえ わからない 無回答

(%)

57.3

51.8

61.0

63.0

80.0

44.4

40.9

8.5

9.6

7.3

7.9

7.4

10.2

34.1

38.2

31.7

29.1

20.0

48.1

48.4

0.4

0.5

県北(n=211)

県中(n=251)

県南(n=41)

会津(n=127)

南会津(n=5)

相双(n=81)

いわき(n=186)

はい いいえ わからない 無回答

(%)

52.3

55.9

8.9

8.3

38.6

33.6

0.2

2.2

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

はい いいえ わからない 無回答

(%)

図 23 居住継続意向別割合 

図 24 エリア別居住継続意向別割合 
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【移動パターン別／今後の居住継続意向】 

  ＜平成 30 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

  ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の居住継続意向について移動パターン別にみると、平成 30 年度では U ターン者の「わからな

い」が、平成 29 年度に比べ約 7 ポイント上昇している。 

一方、U ターン者の「はい」が、平成 29 年度に比べ約 8 ポイント下降している。 

 

  

65.3

68.0

42.6

7.9

6.3

10.3

25.5

24.5

46.1

1.2

1.2 

1.0

福島県内出身者による(n=329)

U ターン者(n=253)

Ｉターン者(n=397)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

はい いいえ わからない 無回答
(%)

66.1

60.2

39.4

4.7

8.1

12.2

29.2

31.7

48.1 0.2

福島県内出身者による(n=233)

U ターン者(n=246)

Ｉターン者(n=401)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

はい いいえ わからない 無回答

(%)

図 25 移動パターン別居住継続意向別割合 
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（８）移住者の抽出 

◇今年度と昨年度で大きな変化はみられない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜移住者の定義＞ 

本調査では、Q13（P22）で「概ね 5 年以上住む考え（予定を含む）がある」 

と回答した人を移住者とみなす。 

 

 

今後の居住継続意向の回答から移住者を抽出したところ、平成 29 年度、平成 30 年度ともに「移住

者」が 4 割程度となっており、大きな変化はみられない。 

 

  

42.9

45.7

56.5

54.0

0.6

0.3

平成30年度(n=902)

平成29年度(n=1008)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

(n=)

移住者 移住者以外 無回答

(%)

図 26 移住者の割合 
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３ 移住者の意識について 

 この章（P25-32）については、Q13 の回答に基づき抽出した「移住者」（５年以上の居住継続意向が

ある人）の回答を集計する。 

 

（１）転入した市町村を選んだ理由 

◇今年度と昨年度で、割合が高い順から「家族・親戚がいる」「出身地だから」「福島県に愛着

があった」と続く傾向に変化はみられない。 

◇相双の「知人・友人がいる」、いわきの「自然・気候が良い」の割合が大きく上昇。いわきの

「家族・親戚がいる」「出身地だから」の割合は大きく下降している。 
 

Ｑ14 転入市町村を選ばれた理由について、上位３つまで記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入した市町村を選んだ理由（複数回答：1 位から 3 位の合計）については、平成 29 年度、平成

30 年度ともに「家族・親戚がいる」の割合が最も高く、次いで「出身地だから」、「福島県に愛着があ

った」の順となっており、大きな変化はみられない。  

45.1

34.5

24.8

23.1

21.0

18.4

13.8

10.4

10.2

8.1

7.4

6.6

6.4

4.7

3.2

3.2

2.8

2.3

1.7

16.1

2.3

47.4

34.8

23.3

18.7

21.3

15.5

11.4

12.6

8.2

6.7

7.1

8.2

7.5

5.7

3.2

4.1

3.0

3.4

1.4

12.8

1.2

0 20 40 60

家族・親戚がいる

出身地だから

福島県に愛着があった

知人・友人がいる

自然・気候が良い

希望する仕事があった(転職含) 

住宅価格や家賃が手頃

転勤

食べ物が美味しい

親の意思

人柄が良い

自分の趣味が楽しめる

子育て環境が充実している

生活費が安い

教育・文化環境が良い

観光で来て良いと思った

医療・福祉の充実

都会を出たい

進学

その他

無回答

平成30年度(n=472)

平成29年度(n=556)

（%）

３ 

図 27 転入した市町村を選んだ理由別割合 
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53.7

33.3

21.3

19.4

24.1

12.0

15.7

13.0

4.6

8.3

6.5

2.8

6.5

7.4

1.9

3.7

2.8

1.9

1.9

11.1

0.9

43.9

31.7

24.3

23.8

17.5

15.3

12.2

12.7

6.9

4.8

5.3

10.6

10.1

5.3

4.8

5.8

4.8

4.2

2.1

13.8

1.6

36.4

31.8

20.5

13.6

29.5

11.4

20.5

9.1

4.5

9.1

6.8

13.6

13.6

11.4

6.8

0.0

0.0

9.1

0.0

11.4

0.0

48.2

34.1

24.7

9.4

23.5

17.6

9.4

10.6

16.5

7.1

8.2

7.1

4.7

2.4

4.7
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家族・親戚がいる
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福島県に愛着があった

知人・友人がいる

自然・気候が良い

希望する仕事があった(転職

含)

住宅価格や家賃が手頃

転勤

食べ物が美味しい

親の意思

人柄が良い

自分の趣味が楽しめる

子育て環境が充実している

生活費が安い

教育・文化環境が良い

観光で来て良いと思った

医療・福祉の充実

都会を出たい

進学

その他

無回答

県北(n=108)

県中(n=189)

県南(n=44)

会津(n=85)

南会津(n=5)

相双(n=36)

いわき(n=96)

（%）

【エリア別／転入した市町村を選んだ理由】 

＜平成 30 年度＞      ＜平成 29 年度＞ 
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希望する仕事があった(転職含)

住宅価格や家賃が手頃

転勤

食べ物が美味しい

親の意思

人柄が良い

自分の趣味が楽しめる

子育て環境が充実している

生活費が安い

教育・文化環境が良い

観光で来て良いと思った

医療・福祉の充実

都会を出たい

進学

その他

無回答

県北(n=121)

県中(n=130)

県南(n=25)

会津(n=80)

南会津(n=4)

相双(n=36)

いわき(n=76)

（%）

図 28 エリア別転入した市町村を選んだ理由別割合 
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転入した市町村を選んだ理由についてエリア別にみると、平成 30 年度では会津の「出身地だか

ら」、県北の「福島県に愛着があった」、会津・相双の「知人・友人がいる」、相双・いわきの「自然・

気候が良い」、いわきの「希望する仕事があった(転職含)」、県南の「教育・文化環境が良い」が、平成

29 年度に比べ上昇している。特に、相双の「知人・友人がいる」は約 17 ポイント、いわきの「自

然・気候が良い」が約 15 ポイントと大きく上昇している。 

一方、県北・いわきの「家族・親戚がいる」、いわきの「出身地だから」「転勤」、県南・会津の「福

島県に愛着があった」、県中・相双の「自分の趣味が楽しめる」、県南・相双の「生活費が安い」が、

平成 29 年度に比べ下降している。特に、いわきの「家族・親戚がいる」は約 21 ポイント、「出身地だ

から」は約 11 ポイントと大きく下降している。 
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（２）不安な要素 

◇今年度、昨年度ともに、「収入の確保」「仕事の確保」等が上位となっているが、今年度は昨

年度に比べ、「移住に伴う費用」の割合が上昇している。 
 

Ｑ17 移住するに当たり、不安な点について、上位３つまで記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安な要素（複数回答：1 位から 3 位の合計）について、平成 30 年度、平成 29 年度ともに割合が

高い順から「収入の確保」「仕事の確保」「冬の寒さ・積雪」となっているが、平成 30 年度では「移住

に伴う費用」が 16.7％と、平成 29 年度に比べ約 8 ポイントと大きく上昇している。 
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7.8

11.7

2.5

13.3

2.0

1.6

0 10 20 30 40

収入の確保

仕事の確保

冬の寒さ・積雪

人間関係（しきたり・近所づきあいなど）

公共交通機関の不便さ

買物の不便さ

移住に伴う費用

娯楽の少なさ

医療・福祉

子育て環境・教育環境

原発事故の影響

住宅の確保

地震

家族の同意

その他

特に不安はなかった

無回答

平成30年度(n=472)

平成29年度(n=556)

（%）

図 29 不安な要素別割合 
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【エリア別／不安な要素】 

＜平成 30 年度＞       ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安な要素（複数回答：1 位から 3 位の合計）についてエリア別にみると、平成 30 年度では県北の

「収入の確保」「仕事の確保」、会津の「人間関係（しきたり・近所づきあいなど）」、いわきの「公共

交通機関の不便さ」「住宅の確保」、県北・県中・県南・相双の「移住に伴う費用」、県南の「子育て環

境・教育環境」が、平成 29 年度に比べ上昇している。 

一方、県南の「仕事の確保」、県中の「冬の寒さ・積雪」、県北の「人間関係（しきたり・近所づき

あいなど）」「子育て環境・教育環境」、県南・相双の「公共交通機関の不便さ」、相双の「医療・福

祉」が、平成 29 年度に比べ下降している。  
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県中(n=189)

県南(n=44)

会津(n=85)

南会津(n=5)

相双(n=36)

いわき(n=96)

（%）

44.6

33.1

28.9

20.7

23.1

19.8

20.7

9.9

14.9

13.2

11.6

11.6

3.3

0.8

5.0

5.0

1.7

29.2

22.3

23.8

28.5

25.4

13.8

16.9

12.3

14.6

21.5

13.8

9.2

10.8

5.4

1.5

9.2

3.1

24.0

8.0

32.0

28.0

8.0

28.0

36.0

20.0

20.0

24.0

0.0

8.0

8.0

0.0

0.0

4.0

4.0

33.8

33.8

53.8

35.0

27.5

21.3

10.0

17.5

13.8

7.5

3.8

8.8

6.3

6.3

1.3

2.5

2.5

50.0

75.0

50.0

50.0

25.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

22.2

27.8

13.9

22.2

16.7

25.0

19.4

16.7

16.7

2.8

30.6

5.6

11.1

5.6

2.8

2.8

5.6

30.3

32.9

5.3

22.4

28.9

14.5

10.5

18.4

9.2

11.8

25.0

17.1

18.4

1.3

2.6

9.2

2.6

0 20 40 60 80

収入の確保

仕事の確保

冬の寒さ・積雪

人間関係（しきたり・

近所づきあいなど）

公共交通機関の不便さ

買物の不便さ

移住に伴う費用

娯楽の少なさ

医療・福祉

子育て環境・教育環境
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図 30 エリア別不安な要素別割合 
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【移動パターン別／不安な要素】 

＜平成 30 年度＞        ＜平成 29 年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不安な要素（複数回答：1 位から 3 位の合計）について移動パターン別にみると、県内移動者の

「収入の確保」「買物の不便さ」、U ターン者の「公共交通機関の不便さ」「住宅の確保」、県内移動者・

U ターン者の「移住に伴う費用」が、平成 29 年度に比べ上昇している。特に、県内移動者の「移住に

伴う費用」が約 14 ポイントと大きく上昇している。 

 一方、県内移動者の「冬の寒さ・積雪」「子育て環境・教育環境」が、平成 29 年度に比べ下降して

いる。 
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Ｕターン者(n=172)

Ｉターン者(n=169)

（%）
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（%）

図 31 移動パターン別不安な要素別割合 
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（３）必要な情報の入手方法 

◇今年度と昨年度で、割合が高い順から「友人・知人からの口コミ」「親・親戚からの口コミ」

「市町村ホームページ」と続く傾向に大きな変化はみられない。 
 

Ｑ19－1 移住するに当たり、必要な情報の入手方法について効果的だったものを、上位３つまで記

入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な情報の入手方法（複数回答：1 位から 3 位の合計）について、平成 29 年度、平成 30 年度と

もに「友人・知人からの口コミ」の割合が最も高く、次いで「親・親戚からの口コミ」、「市町村ホー

ムページ」の順となっており、大きな変化はみられない。 
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ハローワークインターネットサービスの求人情報

現地見学（ツアーを含む）

県・市町村が作成するパンフレット

県移住ポータルサイト「ふくしまぐらし。」

移住関連の本・雑誌等

移住関連の相談会やフェア等のイベント

地域の世話人（支援団体等）への相談

県・市町村の移住相談窓口へのメール、電話等

ふるさと回帰支援センター

大学等の就職支援サポート

ふくしまファンクラブ
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無回答

平成30年度(n=472)

平成29年度(n=563)

（%）

図 32 必要な情報の入手方法別割合 
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（４）最も必要なサポート 

◇今年度、昨年度ともに、「仕事・暮らしの情報が一覧できる総合情報サイト」の割合が最も高

く、次いで「仕事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」となっている。 

◇今年度は昨年度に比べ、「仕事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」の割合が上昇して

いる。 
 

Ｑ20 移住するに当たり、最も必要なサポートについて教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も必要なサポートについて、平成 30 年度、平成 29 年度ともに「仕事・暮らしの情報が一覧でき

る総合情報サイト」の割合が最も高く、次いで「仕事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」と

なっているが、平成 30 年度では「仕事・暮らしのことが相談できる総合相談窓口」が 30.5％と、約 4

ポイント上昇している。 
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図 33 最も必要なサポート別割合 
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